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平成17年度「河川水辺の国勢調査」結果の概要について 

～一級水系の全てで３巡目の結果が出そろいました～ 

 

 国土交通省では、河川環境の整備と保全を適切に推進するため、河川における生物

相を定期的、継続的、統一的に把握することを目的として、河川、ダムにおける生物

調査等を行う「河川水辺の国勢調査」を平成2年度より実施しています。 

 

 本調査はこれまでに5年を1巡として15年にわたって、魚などの水中生物のみなら

ず、水辺や河原の植物や動物も対象として、河川における生物相の基礎データを体系

的に取得してきました。これにより、一級水系の全てで3巡のデータがそろいました。

そのなかで、以前まで分布が確認されていなかった地域における種の初確認など、学

術上貴重なデータも得られています。また、これまで蓄積された情報は、全国の河川

管理に有効活用されており、そのほかにも、大学等における研究のデータとして利用

される等、様々な分野でも活用されています。なお、平成18年度からは4巡目の調査

に入っています。 

 

今回は、平成17年度に実施した一級水系108水系 (122 河川) と二級水系21水系 

(21 河川)、管理中の 96 ダムにおける生物調査の結果がまとまりましたので概要を発

表いたします。 

 

平成 17 年度「河川水辺の国勢調査」の詳細な調査結果については、今年度中に水情報国土ホームページ

（http://www3.river.go.jp/IDC/index.html）にて、「平成 17 年度 河川水辺の国勢調査結果の概要(生物調査編)」を公開す

る予定です。 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省 河川局 河川環境課 

tel. 03-5253-8111（代表） 03-5253-8448（直通） 

原田（内 35442）、村山（内 35443） 
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平成 17 年度「河川水辺の国勢調査」結果の概要（ダイジェスト版） 

 

１．調査実施状況 

 

 

河川水辺の国勢調査では、全国の一級水系及び主な二級水系の河川並びに国土交通省・

水資源機構の管理ダムを対象に、「魚介類」、「底生動物」、「植物」、「鳥類」、「両生類・爬虫

類・哺乳類」、「陸上昆虫類等」、「動植物プランクトン（ダムのみ）」の各項目の生物調査を

概ね 5年間で 1 巡するように実施しており、平成 17年度調査は、第 3巡目の最終年にあた

ります。 

今回発表する資料は、平成 17年度に実施した一級水系 108 水系（122 河川）及び二級水

系 21 水系（21 河川）並びに管理中の 96 ダムにおける生物調査結果をとりまとめたもので

す。 

今回とりまとめの対象とした調査項目ごとの河川及びダム数は表 1のとおりです。 

 

 

表 1 平成 17 年度調査実施河川及びダム数 

調査項目 魚介類 
底生

動物 
植物 鳥類 

両生類 

爬虫類 

哺乳類 

陸上

昆虫

類等 

動植物

プラン

クトン 

合計 

一級水系数 27 28 30 20 20 20 108 

（河川数） (29) (28) (32) (23) (20) (25) (122) 

二級水系数 21 － － - － － 21 

（河川数） (21) (－) (－) (-) (－) (－) (21) 

合計 48 28 30 20 20 20 129 

河川 

（河川数） （50） (28) (32) (23) (20) (25) 

 

(143) 

ダム ダム数 7 27 13 15 23 18 29 96 
※複数の項目について調査を実施した水系(河川)、ダムがあるため、各項目ごとの水系(河川)数、ダム数の和

と合計は一致しません。 

※今回のとりまとめ対象には、一部、平成 16年度に実施された河川、ダムも含まれます。 

全国の一級水系108水系 (122河川) と二級水系21水系 (21河川)及び管理

中の 96ダムにおいて生物調査を実施。 
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２．生物の確認種数の状況 

 
 

今回の調査で確認された種数は表 2のとおりです。 

河川とダムで、「日本産野生生物目録」等掲載種のうち、淡水魚・汽水魚で 69%、両

生類で 64%、鳥類で 50%の種がそれぞれ確認されています。河川、ダムという限られた

空間でありながら、多様な生物の生息・生育の場となっていることが分かります。 

 

表 2 平成 17 年度調査における確認種数 

 
調査項目 確認種数① 

「日本産野生生物目

録」等掲載種数②注） 

確認率 

①／② 

魚類〈淡水魚・汽水魚〉 137(267) 200 69%

エビ・カニ・貝類 167 － －

底生動物 980 － －

植物 3,166 8,118 39%

鳥類 283 568 50%

両生類 38 59 64%

爬虫類 34 87 39%

哺乳類 71 188 38%

陸上昆虫類等 8,947 31,280 29%

植物プランクトン 438 － －

河
川
・
ダ
ム 

動物プランクトン 179 － －
注） 

・植物と鳥類を除く各調査項目は、「日本産野生生物目録-本邦産野生動植物の種の現状（環境庁編,1993・

1995）」の種数を掲載しています。 

・植物は、「植物目録」(環境庁,1987)の維管束植物の種数を掲載しています。 

・鳥類は、「日本鳥類目録改訂第 6版」（日本鳥学会,2000）の種数（うち外来種 26種）を掲載しています。 

・魚類の 200 種は淡水魚、汽水魚が対象です。確認種数①には「日本産野生生物目録」に掲載されている

淡水魚・汽水魚の中で、確認された種数を示し、括弧内には海水魚を含む全確認種数を示します。 

・エビ・カニ・貝類、底生動物及び動植物プランクトンは、「日本産野生生物目録」に掲載されていない分

類群があるため、種数の比較は行っていません。 

「日本産野生生物目録」等掲載種注）の約 7割の魚類、約 6割の両生類を確認。

河川、ダムという限られた空間に多様な生物が生息。 
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３．絶滅危惧種の確認状況 

 

今回の調査の確認種のうち、環境省編「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レ

ッドデータブック」及び環境省編「レッドリスト」（以下 RDB とする）において絶滅危惧

IA類、IB 類、II 類に指定されている種の確認状況を表 3に示しました。 

今回の調査では、アユモドキ、ニッポンバラタナゴ（魚類）、ヒシモドキ、キタミソウ（植

物）、クロツラヘラサギ、コシャクシギ（鳥類）など 254 種が確認されました。これら絶滅

危惧種の生息・生育状況の把握をするためにも、今後も河川水辺の国勢調査により継続的

に調査を続けていくことが必要です。 

 

 

 

 

 
 

 

表 3 絶滅危惧 IA、IB、II 類指定種の確認種数 

RDB 
調査項目 

絶滅危惧IA類 絶滅危惧 IB類 絶滅危惧 II類 
合計 

魚類  5 (1) 12 (11)  14 (14)  31 ( 26) 

エビ・カニ・貝類 0 (1)   4 ( 2)   4 (  3) 

底生動物 2 (3)   8 (  4)  10 (  7) 

植物 10 (1) 46 (18)  90 ( 59) 146 ( 78) 

鳥類  1 (1) 13 ( 8)  16 ( 17)  30 ( 26) 

両生類  0 (0)  4 ( 0)   3 (  1)   7 (  1) 

爬虫類  0 (0)  0 ( 0)   4 (  0)   4 (  0) 

哺乳類  0 (0)  2 ( 0)   4 (  4)   6 (  4) 

陸上昆虫類等   8 ( 8)  14 ( 17)  22 ( 25) 

合計 101 (49) 153 (115) 254 (164) 

凡 例） 

絶滅危惧 IA類 : ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種 

絶滅危惧 IB類 : IA 類ほどではないが、近い将来における絶滅の危険性が高い種 

（注：エビ・カニ・貝類、底生動物、陸上昆虫類等では IA類と IB類を併せて「絶滅危惧 I類：絶

滅の危機に瀕している種」としている。） 

絶滅危惧 II類 : 絶滅の危険が増大している種。 

( )内の数値は平成 16年度調査結果によるもの。 

エビ・カニ・貝類、鳥類、両生類、爬虫類については、平成 16年度調査結果は環境省編「日本の絶滅のおそれのあ

る野生生物―レッドデータブック」掲載種、平成 17年度調査結果は環境省 編「レッドリスト」(2006 年 12 月) 掲

載種。 

エビ・カニ・貝類と底生動物、底生動物と陸上昆虫類等で重複があるため、各調査項目の確認種数の和と合計欄の数

字は一致していません。

絶滅危惧 IA、IB、II 類指定種を 254 種確認。今後も河川水辺の国勢調査に

よる継続的な生息・生育状況の把握が必要。 

ニッポンバラタナゴ キタミソウ クロツラヘラサギ 
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◆絶滅危惧 IA、IB 類指定種の確認状況 

 
表 4 絶滅危惧 IA、IB 類の魚類の確認河川数 (対象: 50 河川、7 ダム) 
区分 種類 今回調査 

ニッポンバラタナゴ 1河川(矢部川) 

スイゲンゼニタナゴ 1河川(旭川) 

アユモドキ 1河川(旭川) 

アリアケシラウオ 1河川(矢部川) 

絶滅危惧ⅠA類 

イバラトミヨ雄物型 1河川(雄物川)、1ダム（玉川ダム） 

イチモンジタナゴ 2河川(余市川、旭川) 

ゼニタナゴ 1河川(雄物川) 

スジシマドジョウ小型種山陽型 1河川(旭川) 

スジシマドジョウ小型種東海型 1河川(矢作川) 

スジシマドジョウ小型種点小型 3河川(千代川、斐伊川、加茂川) 

ホトケドジョウ 3河川(久慈川、大北川、矢作川) 

ナガレホトケドジョウ 1河川(南川) 

イトウ 1河川(石狩川) 

タビラクチ 1河川(矢部川) 

エドハゼ 1河川(雲出川) 

チクゼンハゼ 3河川(北上川、雲出川、五ヶ瀬川) 

絶滅危惧ⅠB類 

クボハゼ 2河川(雲出川、五ヶ瀬川) 

 

魚類に注目し、特に絶滅の危険性が高いと考えられる RDB の絶滅危惧 IA、IB 類の種を対

象として確認状況を整理しました。 

これらの種は、生息地の改変などの影響を受けやすいと考えられるため、今後とも引き

続き河川水辺の国勢調査により継続的に調査をしていく必要があると考えられます。 

絶滅危惧 IA、IB 類に指定されているニッポンバラタナゴやアユモドキ等の

魚類 17種を確認。 

河川名の※は二級河川を示す。 

佐野川※

大北川※

朱太川※

頓別川※

斜里川※

茶路川※

安平川※

余市川※

馬場目川※

白岩川※

員弁川※

南川※

樫井川※

伊佐津川※

大川※

大津川※

竹野川※

多田川※

広渡川※

万之瀬川※

加茂川※

大和川

川内川

尻別川

石狩川 網走川

雄物川

北上川

久慈川

利根川水系
(中川・綾瀬川)

(烏川・神流川)

手取川

神通川

荒川

安倍川

矢作川

淀川水系
(猪名川)
(木津川)

北川

太田川

斐伊川

千代川

旭川

物部川仁淀川

矢部川

本明川

五ヶ瀬川

子吉川

雲出川

絶滅危惧IA、IB類の確認された地域
(平成17年度　魚介類調査)

漁川ダム

玉川ダム

長島ダム

味噌川ダム

一庫ダム

大渡ダム

緑川ダム

凡　例

: 魚介類調査実施河川

: 魚介類調査実施ダム

: 絶滅危惧ⅠＡ,ⅠＢ類の確認されたダム

: 絶滅危惧ⅠＡ,ⅠＢ類の確認された河川
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４．外来種の確認状況 

 

 

外来種とは、ある地域に人為的に導入されることにより、その自然分布域を越えて生息

又は生育する種のことです。外来種は侵入先の在来種を捕食、競争、病害などによって減

少させたり、在来種と交雑したりすることにより、在来種の絶滅の可能性を高めるなどの

問題を引き起こすことが、これまで多くの事例から明らかにされています。そのため、生

物多様性を保全する上で最も大きな脅威の一つとして認識されています。 

表 5 に、河川とダムの確認種数と外来種確認種数を示しました。外来種の占める割合が

高かった調査項目は、植物と哺乳類でした。 

 

表 5 平成 17 年度調査における外来種の確認種数 
 

平成 17 年度 平成 16 年度 
調査項目 

外来種確認種数 現地確認種数 外来種確認種数 現地確認種数 

魚類 11 267 16 247 

エビ・カニ・貝類 13 167 15 166 

底生動物 18 980 24 1,011 

植物 496 3,166 385 2,994 

鳥類 15 283 15 285 

両生類 3 38 1 26 

爬虫類 3 34 1 15 

哺乳類 10 71 9 65 

陸上昆虫類等 83 8,947 111 10,555 

 

注 1）外来種とは、ある地域に人為的に導入されることにより、その自然分布域を越えて生息又は生育すること

となる種を指します。国内の種であっても、本来分布しない地域に他の地域から持ち込まれた場合は外来種（国

内外来種）となります。ただし、ここでは海外から入ってきた種（国外外来種）に焦点を絞り、人間の移動や

物流が盛んになり始めた明治時代以降に導入されたものを「外来種」として扱っています。 

注 2）H16 年度の調査結果は、調査対象河川・ダムが異なるため、あくまでも目安です。 

 

多くの外来種を河川とダムで確認。今後も生息・生育状況の把握が必要。 



（１）目的
河川水辺の国勢調査とは、河川を生物環境という
観点からとらえ、定期的、継続的、統一的に、基
礎情報を収集整備するための調査です。

（２）対象河川及びダム
主に全国１０９の一級水系の直轄区間の河川及び
直轄・水資源機構管理のダムを対象としています。

（３）生物調査について
調査対象の生物項目は魚介類、底生動物、植物、
鳥類、両生類・爬虫類・哺乳類、陸上昆虫類等の
６項目（ダム湖調査はプランクトンを含めた７項
目）です。５年で６項目（ダム湖調査は７項目）
を一巡しています。

（４）調査実績
平成２年度から調査を開始し、平成１７年度は３
巡目調査の最終年です。（平成２年度は試行。）

河川水辺の国勢調査とは（参考）

H2～H7 H8～H12 H13～H17 H18～

1巡目 2巡目 3巡目



21.0km

22.0km

産卵場
アユ？
サケ？
サクラマス？

トロ
ワカサギ 1
カマキリ
（ｱﾕｶｹ） 1

平瀬
アカザ 1

瀬不明
アカザ 1

カワヂシャ
ゴキヅル
タコノアシ

アオサギ 2
アオジ 5
ウグイス 2
オオタカ 1
ミヤマホオジロ 6

アオジ 1
イカル 1

アオサギ 1
アオジ 7
イカル 26
カワウ 1

アオジ 1

イカル 17

イカル 61①

カワウ 1

〔魚類〕
緑文字は純淡水魚、青文字は回遊魚を示す。
〔鳥類〕
青文字のは水辺の鳥類、黄緑文字は草地の鳥類、緑文字は
樹林の鳥類、丸数字については繁殖個体数を示している。

アオサギ 10
イソシギ 1
オオヨシキリ 6⑤

アオジ 1
イソシギ1

アオサギ 2
ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 2 ウグイス 1①

オオヨシキリ 1①
ダイサギ 1

アオサギ 1
ウグイス 1①

イカル 1①
ウグイス 1①

ウグイス 1①

サギ類の集団営巣地
・アオサギ： 10羽

当該地区で最も大きくまとまった河畔林
（ケヤキ－ムクノキ群落）

比較的緩やかな流れの瀬
19.0～20.0kmおよび21.0～22.0kmは、20.0～21.0kmの
区間よりも砂州の発達が見られず、河道幅が広くなっており、
比較的緩やかな流れの瀬が形成されていると考えられる。こ
のような瀬を利用するカマキリやアカザ等の礫床を利用する
魚類の他、アユの産卵床等が形成されている。また上流部の
○○堰での多くの回遊魚の遡上阻害から、当該地区の瀬等を
産卵場として利用する回遊魚も多いと推定される。

まとまった河畔林
当該地区20.0～22.0km付近の落葉広葉樹を主体とした河畔林は
○△川本川で最も大きくまとまった河畔林である。当該地区にはフク
ロウやカワアイサ等の樹洞をねぐらとする鳥類も確認されており、これ
らの鳥類の重要な生息地である可能性がある。また20.4～20.6kmの
河畔林ではサギの集団営巣地も確認されている。

耕作地と草原
19～21km付近の耕作地と放棄畑に形成さ
れた一年生草本群落にはオオヨシキリ、ミヤマ
ホオジロ、アオジ、ウグイス、イカル等、平地か
ら低山に至る草原や藪などに生息するさまざ
まな鳥類が生息・繁殖している。

アオジ 2
カワアイサ 1
カワウ 1

まとまった礫河原
当該地区の19～21kmの砂礫堆は○△川本川で最も大きく
まとまった礫河原であり、ツルヨシやカワラヨモギ等が繁茂す
る。またイカルチドリやイソシギ等の礫河原を繁殖地とする生
物の○△川唯一の生息地となっている。

※この河川環境情報図はイメージです

アオサギ 2
オオヨシキリ 1①
キビタキ 1
フクロウ 1①

河川水辺の国勢調査の利用例（参考）

「河川水辺の国勢調査」の結果は、全国の河川管理に有効活用されています。下図は
「河川環境情報図」といい、河川水辺の国勢調査の結果を地図上に示したものです。
この図から、整備や保全の必要性の高い箇所などを抽出しています。


